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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
カイニン酸を用いたてんかんモデルラットにおけるエリスロボェチンの効果
について検討 し､けいれん重症度､神経細胞死､海馬での異常な細胞増殖､さ
らに死亡率がコントロールに比較して､有意に抑制されることを明らかにした｡
さらにニューロペプチ ドYとの関連を検討し､エリスロボェチンの抗てんかん
作用の機序として､異常な細胞新生の抑制とニューロペプチ ドY活性化の関与
の可能性を明らかにした価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
